
No.115 （4）喜 界 高 だ よ り

校　

訓

自
主
自
立

開
拓
創
造

公
徳
奉
仕

喜界高だより喜界高だより

鹿児島県立喜界高等学校 電 話 （0997） 6 5 - 0 0 2 4
〒 891-6201 鹿児島県大島郡喜界町赤連 2536 FAX （0997） 6 5 - 0 2 1 7
ホームページアドレス  http://www.edu.pref .kagoshima.jp/sh/kikai

No.115

３
学
期
の
主
な
行
事
（
予
定
）

１
月

８
日
（
金
）

始
業
式
・
課
題
実
力
考
査

12
日
（
火)

～
13
日
（
水
）
課
題
実
力
考
査

16
日
（
土
）

～
17
日
（
日
）
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

26
日
（
火
）

～
28
日
（
木
）
卒
業
考
査

２
月

１
日
（
月
）

～
25
日
（
木
）
３
年
生
自
宅
学
習
期
間

４
日
（
木
）

中
高
一
貫
教
育
校入

学
者
選
抜

16
日
（
火
）

～
19
日
（
金
）
学
年
末
考
査

26
日
（
金
）

表
彰
式
・
同
窓
会
入
会
式

３
月

１
日
（
月
）

第
71
回
卒
業
式

25
日
（
木
）

修
了
式
・
離
任
式

地
区
大
会・県
大
会
　
結
果
報
告

携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
安
全
な

利
用
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
よ
う

今
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
私
達
の
生
活
を
一
変
さ

せ
て
い
る
。
学
校
現
場
も
例
外
で
は
な
い
。
リ
モ
ー

ト
授
業
等
、
最
新
の
技
術
を
駆
使
し
た
教
育
が
標
準

化
す
る
の
も
そ
う
遠
い
未
来
で
は
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
教
育
現
場
は
こ
れ
ま
で
に
も
、
教
育
課
程
や
指

導
方
法
、
大
学
入
試
な
ど
、
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ

て
改
革
を
し
て
き
た
。
も
し
、
こ
れ
ら
が
う
ま
く
い

っ
て
い
る
と
し
た
ら
、
近
年
の
生
徒
達
の
学
力
や
生

き
る
力
が
以
前
の
生
徒
達
と
比
べ
て
さ
ぞ
か
し
高
い

も
の
に
な
っ
て
い
る
は
ず
だ
が
、
残
念
な
が
ら
そ
の

よ
う
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

そ
の
原
因
の
一
つ
は
、
生
徒
達
が
「
脳
ミ
ソ
に
汗
を

か
い
て
い
な
い
」
こ
と
に
あ
る
と
私
は
思
う
。
箱
根

駅
伝
の
選
手
が
襷
を
無
事
に
繋
ぎ
終
え
た
あ
と
、
ば

っ
た
り
と
路
上
に
倒
れ
込
み
、
持
っ
て
い
る
体
力
を

使
い
果
た
し
て
い
る
様
子
を
よ
く
見
る
だ
ろ
う
。
学

業
で
も
同
じ
こ
と
で
、
脳
を
フ
ル
回
転
さ
せ
て
、
英

単
語
を
一
日
五
十
語
暗
記
し
た
り
、
解
け
な
か
っ
た

数
学
の
問
題
を
演
習
に
よ
っ
て
解
け
る
よ
う
に
し
た

り
、
元
素
記
号
や
商
業
の
専
門
用
語
を
全
て
正
確
に

覚
え
た
り
す
る
こ
と
は
、「
脳
ミ
ソ
に
汗
を
か
き
」
な

が
ら
自
分
の
限
界
を
少
し
ず
つ
伸
ば
し
て
い
る
こ
と

に
等
し
い
。
こ
の
段
階
を
飛
ば
し
て
最
新
の
機
材
や

指
導
法
を
用
い
た
授
業
を
受
け
て
も
、
大
き
な
効
果

を
望
め
な
い
の
は
当
然
だ
。
基
礎
的
な
知
識
す
ら
な

い
生
徒
同
士
が
「
対
話
的
学
び
」
を
し
た
と
こ
ろ
で
、

予
習
も
復
習
も
せ
ず
に
た
だ
受
動
的
に
受
け
て
い
る

対
面
授
業
を
「
遠
隔
授
業
」
に
し
た
と
こ
ろ
で
、
生

徒
本
人
の
能
力
が
向
上
す
る
は
ず
は
な
い
。

学
び
の
本
質
は
、
手
段
や
方
法
論
に
は
な
い
。
昨

日
使
え
な
か
っ
た
英
単
語
を
今
日
は
使
え
る
、
昨
日

解
け
な
か
っ
た
二
次
関
数
が
今
日
は
解
け
る
、
昨
日

知
ら
な
か
っ
た
歴
史
的
事
象
の
発
生
過
程
を
今
日
は

知
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
こ
そ
が
学
び
の
本

質
だ
。
地
道
な
努
力
で
昨
日
の
自
分
か
ら
少
し
成
長

し
た
今
日
の
自
分
は
、
見
え
る
景
色
が
違
っ
て
く
る
。

例
え
ば
、
自
転
車
に
乗
れ
る
よ
う
に
な
る
だ
け
で
、

行
動
範
囲
や
で
き
る
経
験
は
大
き
く
広
が
る
。
そ
れ

と
同
じ
こ
と
だ
。
自
転
車
に
乗
れ
な
け
れ
ば
、
気
軽

に
ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ
に
す
ら
行
け
な
い
だ
ろ
う
。

養
老
孟
司
氏
は
著
書
『
バ
カ
の
壁
』
の
中
で
、「
知
る
」

と
い
う
こ
と
を
「
が
ん
の
告
知
」
に
例
え
た
。
自
分
は

が
ん
で
余
命
三
ヶ
月
と
知
り
、
眺
め
る
桜
の
花
が
例
年

と
違
っ
て
美
し
く
見
え
る
。
こ
れ
は
桜
が
い
つ
も
と
違

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
。
い
や
、
違
う
。
来
年
は
生

き
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
「
知
っ
た
」
自
分
が
変
化

し
て
、
同
じ
桜
が
違
っ
て
見
え
る
の
だ
と
。

さ
て
、
今
、
喜
界
高
校
生
は
「
脳
ミ
ソ
に
汗
を
か

い
て
」
い
る
か
。
昨
日
の
自
分
か
ら
成
長
さ
せ
る
努

力
を
し
て
い
る
か
。
普
通
科
か
商
業
科
か
、
進
学
か

就
職
か
は
こ
の
話
に
は
全
く
関
係
が
な
い
。
学
業
は

進
学
だ
け
に
必
要
な
も
の
で
は
な
い
。
考
え
る
力
の

な
い
者
は
、
仕
事
場
で
も
使
い
物
に
な
ら
な
い
。
目

ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
時
代
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な

く
、「
愚
直
」
に
学
べ
る
舞
台
を
喜
界
高
校
は
提
供
す

る
。
そ
こ
で
の
行
動
の
仕
方
ひ
と
つ
で
生
徒
諸
君
の

未
来
は
大
き
く
変
わ
る
。
将
来
、
自
分
ら
し
く
幸
福

に
生
き
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
自
分
の
頭
で
と
こ
と

ん
考
え
る
経
験
を
積
ん
だ
か
ど
う
か
で
決
ま
る
。
貴

重
な
青
春
時
代
を
た
だ
漫
然
と
過
ご
し
た
者
は
、
人

に
い
い
よ
う
に
使
わ
れ
て
一
生
を
終
え
て
し
ま
う
だ

ろ
う
。

最
後
に
、
私
の
好
き
な
言
葉
を
贈
っ
て
終
わ
り
た

い
と
思
う
。

“Learn to live and live to learn.

”

（
生
き
る
た
め
に
学
べ
。
そ
し
て
学
ぶ
た
め
に
生
き
よ
。）

「
上
す
べ
り
す
る
現
代

「
上
す
べ
り
す
る
現
代

　

見
失
わ
れ
る
本
質
」

　

見
失
わ
れ
る
本
質
」

教教  

頭頭
　　
大大  

倉倉  

秀秀  

心心  

９
月
14
日
（
月
）
に
生
徒
会
役
員
改

選
が
行
わ
れ
、
11
月
よ
り
新
執
行
部
が

始
動
し
ま
し
た
。
新
役
員
の
６
名
を
紹

介
し
ま
す
。

生
徒
会
長

吉　

永　

萌　

音
（
普
２
）

副
会
長

若　

松　

す
み
れ
（
普
２
）

槇　
　
　

悠　

太
（
普
１
）

書
記
局
長

美　

島　

海　

正
（
商
２
）

書　
　

記

田　

辺　

勝　

海
（
商
２
）

会　
　

計

中　

谷　

巴　

音
（
普
１
）

普
通
科
二
年　

吉
永　

萌
音

こ
の
た
び
、
生
徒
会
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
吉

永
萌
音
で
す
。

今
年
度
の
生
徒
会
執
行
部
は
、
前
年

度
の
役
員
が
１
人
も
お
ら
ず
、
６
名
全

員
が
初
め
て
の
生
徒
会
執
行
部
役
員
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
分
か
ら
な
い

こ
と
や
不
安
な
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
良
い
喜
界
高

校
を
創
る
た
め
に
自
分
た
ち
で
考
え
、

精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
多
く
取
り
入
れ

る
べ
く
意
見
箱
の
設
置
場
所
を
従
来
の

生
徒
会
室
か
ら
入
口
の
ロ
ビ
ー
な
ど
、

皆
さ
ん
の
投
函
し
や
す
い
場
所
に
変
更

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
要
望

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
気
軽
に
書
い
て

く
だ
さ
い
。

生
徒
皆
さ
ん
の
協
力
な
し
で
は
学
校

を
よ
り
よ
く
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
、
積
極
的
に
生
徒
会
活
動
に
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
安
全
な
利
用
に
関
し

て
は
、
喜
界
高
校
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ

ィ
ア
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
示
し
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利

用
に
つ
い
て
無
防
備
な
生
徒
も
お
り
、

犯
罪
被
害
や
ト
ラ
ブ
ル
の
増
加
、
個
人

情
報
流
布
な
ど
様
々
な
問
題
が
起
こ
り

う
る
状
態
で
す
。
ま
ず
は
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
の
設
定
を
必
ず
し
て
下
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
機
器
の
所
持

（
家
族
共
用
を
含
む
）
は
97
％
で
、
自

分
専
用
の
携
帯
電
話
の
所
持
率
が
97
％

と
い
う
結
果
で
し
た
（
そ
の
う
ち
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
の
所
持
者
が
96
％
）。
以

下
の
グ
ラ
フ
で
示
し
た
結
果
は
、今
後
、

各
ご
家
庭
で
話
し
合
う
き
っ
か
け
と
し

て
ほ
し
い
で
す
。

新
生
徒
会
長
あ
い
さ
つ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
等

実
態
調
査
集
計
結
果
よ
り

新
生
徒
会
役
員
紹
介

・夜○時以降は利用しない。
・充電は家族がいる場所で行う。
・�名前，顔写真，電話番号，住所などの個人
情報を書き込まない。

・�知らない人からのメールやメッセージには
返信しない。

・ネットで知り合った人と実際に会わない。
・人が嫌がることを書き込まない。
・�心配なことがあったら一人で悩まず，すぐ
に大人に相談する。

設定している設定している

設定していない設定していない

フィルタリング
設定者

家庭内
ルール
設定

一日の
平均利用
時間

ネット依存
傾向の
状況

分からない分からない
決めている決めている

決めていない決めていない67％67％

33％33％

長時間利用
していると
感じている

長時間利用
していると
感じている

利用で勉強に
集中できない
ことがある

利用で勉強に
集中できない
ことがある

携帯電話等を，
布団に入っても
手放せない

携帯電話等を，
布団に入っても
手放せない

インターネット
の利用を制限さ
れると，イライ
ラしたり落ち着
かなかったりす
ることがある。

インターネット
の利用を制限さ
れると，イライ
ラしたり落ち着
かなかったりす
ることがある。

利用で睡眠不足を感じている利用で睡眠不足を感じている

1h～ 2h1h～ 2h

4h～ 5h4h～ 5h

3h～ 4h3h～ 4h

2h～ 3h2h～ 3h

30ｍ未満30ｍ未満5h以上5h以上

31％31％

46％46％

12％12％

30％30％

6％6％

28％28％

16％16％
9％9％

48％48％40％40％

12％12％

5％5％
6％6％

30ｍ～1h30ｍ～1h5％5％

6％6％

家庭内ルール（例）　一緒に話し合って決めましょう。

生
徒
指
導
部
よ
り

  

地
区
大
会

サ
ッ
カ
ー
部

　

●
喜
界　

１
―
２　

奄
美
○　
　

　

○
喜
界　

３
―
１　

徳
之
島
●

　

●
喜
界　

０
―
６　

沖
永
良
部
○

　

●
喜
界　

０
―
４　

古
仁
屋
○

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

男
子
団
体　
　

準
優
勝

男
子
個
人
ダ
ブ
ル
ス　

予
選
敗
退

男
子
個
人
シ
ン
グ
ル
ス

　

大
塚(

七)　
　
　

３
位

　

大
塚(

勇)　
　
　

４
位

女
子
個
人
ダ
ブ
ル
ス　

予
選
敗
退

女
子
個
人
シ
ン
グ
ル
ス

　

吉
田

　

予
選
２
勝
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出

　

山
元

　

予
選
２
勝
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

団
体
戦　
　

２
位

個
人
戦

　

相
良
・
福
山
組

　
　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト　

ベ
ス
ト
８

　

岩
崎
・
今
井
組

　
　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト　

１
回
戦
敗
退　
　

　

川
口
・
基
組

　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト　

ベ
ス
ト
４

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

団
体
戦　
　
　

 

２
位

　

●
喜
界　

１
―
２　

大
島
○

　

○
喜
界　

３
―
０　

奄
美
●

　

○
喜
界　

３
―
０　

古
仁
屋
○

個
人
戦

　

市
山
・
黒
田
組

　
　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト　

第
３
位

　

梅
田
・
俊
原
組

　
　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト　

ベ
ス
ト
８

　

勝
・
中
谷
組

　
　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト　

初
戦
敗
退

　

長
峯
・
西
原
組

　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト　

優
勝

　

戸
内
・
岡
本
組

　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト　

初
戦
敗
退

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

●
喜
界　

32
―
68　

大
島
Ｂ
○

　

●
喜
界　

39
―
52　

奄
美
○

　

○
喜
界　

61
―
48　

徳
之
島
●

　

○
喜
界　

77
―
37　

古
仁
屋
● 

第
４
位

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

●
喜
界　

37
―
89　

古
仁
屋
○

　

●
喜
界　

32
―
84　

奄
美
○

　

○
喜
界　

100
―
42　

大
島
北
●

 

県
大
会

野
球
部

　

○
喜
界　

４
―
０　

奄
美
●

　

●
喜
界　

０
―
10　

樟
南
〇  （
５
回
コ
ー
ル
ド
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

男
子
団
体

　

１
回
戦 

○
喜
界 

３
―
０ 

指
宿
●

　

２
回
戦 

●
喜
界 

０
―
３ 

鹿
児
島
商
業
○

男
子
個
人
ダ
ブ
ル
ス

　

大
塚
勇･

新
田
組　

１
回
戦
敗
退

　

大
塚
七･

郡
山
組　

３
回
戦
敗
退

男
子
個
人
シ
ン
グ
ル
ス

　

大
塚
七　

４
回
戦
敗
退

　

岩
元　

２
回
戦
敗
退

　

大
塚
勇
・
郡
山
・
新
田　

１
回
戦
敗
退

女
子
個
人
ダ
ブ
ル
ス

　

吉
田
・
山
元
組　

３
回
戦
敗
退

女
子
個
人
シ
ン
グ
ル
ス

　

吉
田
・
山
元　

３
回
戦
敗
退

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

団
体
戦

　

●
喜
界　

０
―
３　

鹿
児
島
南
○

個
人
戦

　

今
井
・
基
組　

１
回
戦
敗
退

　

岩
崎
・
福
山
組　

１
回
戦
敗
退

　

相
良
・
川
口
組　

２
回
戦
敗
退

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

団
体
戦

　

●
喜
界　

０
―
３　

串
良
商
業
○

個
人
戦

　

戸
内
・
岡
本
組　

１
回
戦
敗
退

　

長
峯
・
西
原
組　

１
回
戦
敗
退

　

勝
・
中
谷
組　

２
回
戦
敗
退

　

梅
田
・
俊
原
組　

２
回
戦
敗
退

　

市
山
・
黒
田
組　

２
回
戦
敗
退
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い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
ま
た
、「
や

り
方
を
変
え
な
け
れ
ば
未
来
は
変
わ

ら
な
い
」
と
い
う
言
葉
が
強
く
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
通
り
の

や
り
方
で
は
現
状
維
持
に
過
ぎ
ず
、

別
の
や
り
方
を
見
つ
け
進
歩
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

に
も
気
づ
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
、

本
気
で
目
指
し
て
い
る
こ
の
目
標
を

自
分
の
力
で
達
成
で
き
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
。　
　
（
３
年
生　

女
子
）

永
山
先
生
の
お
話
で
「
な
ぜ
を
追
求

す
る
」
と
い
う
こ
と
が
と
て
も
印
象
に

残
り
ま
し
た
。
私
は
、
高
校
卒
業
後
は

大
学
進
学
を
考
え
て
い
ま
す
。
法
学
部

を
志
望
し
て
い
る
の
で
す
が
、
確
固
と

し
た
夢
は
な
く
、
法
律
や
政
治
、
社
会

科
分
野
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
好
き
だ

か
ら
と
い
う
理
由
で
す
。
な
ぜ
そ
の
大

学
の
そ
の
学
部
な
の
か
、
大
学
卒
業
後

は
ど
う
な
り
た
い
か
と
突
き
詰
め
ら
れ

る
と
自
信
を
持
っ
て
答
え
る
こ
と
が
で

き
ず
、
大
学
で
色
々
な
こ
と
を
学
び
な

が
ら
将
来
の
夢
を
決
め
た
い
と
い
う
答

え
し
か
出
ま
せ
ん
。
そ
し
て
今
、
勉
強

を
頑
張
っ
て
い
ま
す
が
、
自
分
の
中
で

は
大
学
に
受
か
る
こ
と
が
ゴ
ー
ル
の
よ

う
な
感
じ
が
し
て
い
ま
す
。
で
す
が
、

そ
う
思
う
の
で
は
な
く
、大
学
在
学
中
、

あ
る
い
は
大
学
卒
業
後
の
こ
と
を
考
え

て
「
な
ぜ
勉
強
を
頑
張
る
の
か
」「
な

ぜ
そ
の
大
学
の
そ
の
学
部
に
進
み
た

い
の
か
」
と
い
う
問
い
に
自
信
を
持

っ
て
答
え
ら
れ
る
よ
う
な
夢
を
見
つ

け
て
い
き
た
い
で
す
。
志
望
校
に
行

け
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
永
山
先
生

が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
「
過
程
が
一

生
の
財
産
」
と
言
え
る
ぐ
ら
い
勉
強

し
ま
す
。
勉
強
を
し
、
本
気
に
な
っ

て
い
た
ら
絶
対
に
後
悔
は
し
な
い
か

ら
で
す
。
そ
し
て
夢
を
語
り
「
な
ぜ
」

を
考
え
る
仲
間
を
応
援
し
、
今
、
こ

の
瞬
間
か
ら
本
気
に
な
れ
る
人
に
な

り
た
い
で
す
。　
（
３
年
生　

男
子
）

11
月
11
日（
水
）に
県
が
企
画
す
る「
か

ご
し
ま
“
職
”
の
魅
力
発
見
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
高
校
に
お
け
る
県
内
企
業
等
に
お

け
る
出
前
講
座
」
を
活
用
し
て
、
職
業

理
解
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
Ｋ
Ｙ
Ｔ
鹿
児
島
読
売
テ
レ

ビ
か
ら
元
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
事
業
部
の

岡
本
善
久
氏
と
鹿
児
島
銀
行
喜
界
支
店

長
の
愛
甲
誠
氏
に
講
演
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
銀
行
員

を
目
指
し
た
理
由
、
仕
事
内
容
、
鹿
児

島
で
働
く
こ
と
の
意
義
や
魅
力
に
つ
い

て
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
分
か
り
や

す
く
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本

校
は
、
離
島
に
あ
る
た
め
職
業
に
対
す

る
知
識
や
情
報
が
不
足
し
て
い
る
と
考

え
、
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
町
合
同
企
業

説
明
会
な
ど
を
関
係
機
関
の
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
キ

ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と
し
て
生
徒
達
の

職
業
選
択
の
一
助
と
な
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。
以
下
、
生
徒
の
感
想
を
掲
載

し
ま
す
。

今
回
、
私
は
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
銀
行

員
の
仕
事
に
つ
い
て
話
を
聞
い
て
、
鹿

児
島
県
、
喜
界
島
で
働
き
た
い
な
と
思

い
ま
し
た
。
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
岡
本
さ

ん
の
話
を
聞
き
『
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
』
に
一

生
懸
命
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て
諦
め
ず

に
頑
張
ろ
う
と
改
め
て
確
認
で
き
ま
し

た
。
支
店
長
の
愛
甲
さ
ん
の
お
話
は
、

普
段
は
分
か
ら
な
い
銀
行
の
仕
事
な
ど

に
つ
い
て
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。そ
し
て
、自
分
も
人
の
役
に
立
ち
、

こ
の
島
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
し
た
。（
２
年
生　

女
子
）

９
月
６
日
（
日
）
に

予
定
さ
れ
て
い
た
喜
界

高
等
学
校
「
第
71
回　

体
育
大
会
」
が
台
風
と

降
雨
の
た
め
、
９
月
９

日
、
10
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
「
才
華
爛
発
~
咲
き
誇
れ
！
一
人
一

人
の
才
能
の
華
~
」
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
は
、
コ
ロ
ナ
渦
の
中
一
人
一
人
が
で

き
る
こ
と
を
や
り
き
ろ
う
！
と
い
う
思

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
９
日
は
、

午
前
中
か
ら
天
気
が
安
定
せ
ず
、
相
撲

体
操
、
八
月
踊
り
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

の
み
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
10
日

も
天
気
が
安
定
す
る
こ
と
な
く
、
ム
カ

デ
競
走
、
綱
引
き
、
心
一
つ
に
、
応
援

演
技
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
す
べ
て
の

種
目
を
こ
な
す
こ
と
が
で
き
ず
、
不
完

全
燃
焼
な
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
と
は
思
い

ま
す
が
、
各
学
年
一
致
団
結
し
、
笑
顔

で
精
一
杯
取
り
組
ん
で
い
る
姿
が
い
つ

も
以
上
に
輝
い
て
見
え
、
記
憶
に
残
る

体
育
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

応
援
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
御
来

賓
、
保
護
者
の
皆
様
に
も
感
謝
申
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
来
年
度
は
晴
天

の
も
と
に
、
更
に
飛
躍
し
た
喜
界
高
校

を
お
見
せ
で
き
る
よ
う
生
徒
・
職
員
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
応
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す

緑
軍
団
長　
︵
普
３
︶
平　

勇
弥
斗

私
は
、
体
育
委
員
長
で
も
あ
り
、
緑

軍
応
援
団
長
で
も
あ
っ
た
た
め
、
責
任

を
も
っ
て
体
育
大
会
を
成
功
さ
せ
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
天
候
に
恵
ま
れ

ず
延
期
と
な
り
、
縮
小
し
た
形
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
が
、
体
育
科
の
松
元

先
生
を
は
じ
め
と
し
た
先
生
方
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
予
定

通
り
の
開
催
で
は
な
か
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
一
生

懸
命
取
り
組
み
、
楽
し
ん
で
い
る
姿
に

感
動
し
ま
し
た
。

３
年
生
に
と
っ
て
は
、
最
後
の
体
育

大
会
で
し
た
。
競
技
の
部
、
応
援
の
部

で
も
優
勝
で
き
、
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い

最
高
の
思
い
出
に
な
り
ま

し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
喜
界
高
校
の
み
ん

な
で
一
丸
と
な
っ
て
何
事

に
も
全
力
で
取
り
組
み
、

思
い
き
り
楽
し
ん
で
、
た

く
さ
ん
の
思
い
出
を
作
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

10
月
４
日
（
日
）
に

第
35
回
榕
樹
祭
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
、
日
程
変
更
や

来
校
者
の
人
数
制
限
等
、
例
年
通
り
に
い

か
な
い
点
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
中
で
も
、
生
徒
達
は
「
僕
ら
の
絆
は

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
じ
ゃ
た
も
て

な
い
！
」
の
テ
ー
マ
の
元
、
現
状
で
実
現

出
来
う
る
最
高
の
榕
樹
祭
を
つ
く
り
上
げ

て
く
れ
ま
し
た
。

エ
イ
サ
ー
に
始
ま
り
、
音
楽
選
択
者
と

美
術
部
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
自
主
製

作
映
画
、
コ
ミ
カ
ル
な
演
劇
等
、
多
様
な

舞
台
発
表
や
ア
イ
デ
ィ
ア
と
工
夫
の
光
る

展
示
の
数
々
を
来
校
者
の
皆
様
に
堪
能
し

て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
一
丸
と
な
っ
て
榕
樹
祭
を
成

功
に
導
い
た
実
行
委
員
の
皆
さ
ん
、
本
当

に
お
疲
れ
様
で
し
た
。
一
人
一
人
が
力
を

合
わ
せ
て
考
え
、
行
動
し
て
く
れ
た
こ
と

で
、
例
年
以
上
の
盛
り
上
が
り
と
な
り
ま

し
た
。
何
か
を
創
り
上
げ
る
こ
と
の
楽
し

さ
と
難
し
さ
を
実
感
し
て
く
れ
た
こ
と
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
ご
協
力
い
た
だ
き
、
人
数
制
限

等
に
も
ご
理
解
い
た
だ
い
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地

域
の
方
々
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

榕
樹
祭
実
行
委
員
長　

︵
普
３
︶　

中
島　

志
菜

今
年
度
の
榕
樹
祭
は
、
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
開
催
日
が
予
定
よ
り
早
く
な
り
、

準
備
期
間
が
短
い
中
で
し
た
が
、
実
行

委
員
を
中
心
に
学
校
全
体
で
一
致
団
結

し
、「
僕
ら
の
絆
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
じ
ゃ
た
も
て
な
い
！
」
と
い

う
テ
ー
マ
に
ふ
さ
わ
し
い
榕
樹
祭
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
各
ク
ラ
ス
や
委
員
会
、
部

活
動
な
ど
の
舞
台
発
表
や
展
示
作
品
も

充
実
し
た
内
容
で
、
学
校
中
に
明
る
い

声
が
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。
大
き
な

規
模
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
喜

界
高
校
な
ら
で
は
の
文
化
祭
を
創
り
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
こ

の
経
験
を
生
か
し
、
学
校
全
体
で
様
々

な
こ
と
に
挑
戦
し
、
喜
界
島
を
盛
り
上

げ
て
い
け
る
よ
う
頑
張
る
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

11
月
６
日
（
金
）、永
山
由
高
氏
（
一

般
社
団
法
人
鹿
児
島
天
文
館
総
合
研
究

所Ten-Lab

理
事
長
）
を
講
師
と
し

て
お
招
き
し
、『
世
界
一
の
喜
界
島
を

つ
く
る
た
め
の
３
つ
の
方
法
』
と
い
う

テ
ー
マ
の
も
と
、
興
味
を
惹
き
つ
け
ら

れ
る
話
を
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
本
校
卒
業
生
で
あ
る
夏
目

淳
一
氏
（
喜
界
町
役
場
企
画
観
光
課
）

を
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
迎
え
、
講

師
と
議
論
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
在
校

生
に
対
す
る
期
待
や
思
い
を
伝
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
の
感
想
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

今
日
の
講
演
を
聴
き
、
目
標
に
向
け

て
本
気
に
な
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
私

は
愛
す
る
喜
界
島
の
た
め
に
貢
献
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は

“
島
の
た
め
”
よ
り
も
“
自
分
の
た
め
”

で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

島
民
の
方
々
の
役
に
立
て
た
な
ら
、
私

は
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
、
自
分
の
心

は
嬉
し
く
て
幸
せ
な
気
持
ち
に
満
た
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
仕
事
で
も
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
の
時
間
で
も
自
分
が
や
り

た
い
こ
と
を
や
る
大
切
さ
を
忘
れ
な

施
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
５
つ
の
課

の
方
々
か
ら
話
を
し
て
頂
い
た
。
ま

た
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
方
に

は
、
歴
史
的
に
み
た
喜
界
町
の
魅
力

を
講
演
し
て
頂
き
、
喜
界
島
言
語
文

化
保
存
会
の
方
か
ら
は
、
喜
界
島
の

「
し
ま
ゆ
み
た
」
の
主
な
特
徴
や
危
機

的
状
況
な
ど
を
お
話
し
て
頂
い
た
。

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
講
演
を
振
り

返
り
、
調
べ
学
習
を
通
し
て
、
生
徒

１
人
１
人
が
テ
ー
マ
設
定
を
し
、
２

年
生
か
ら
の
探
究
活
動
に
つ
な
げ
て

い
く
予
定
で
あ
る
。
ま
だ
ま
だ
、
走

り
出
し
た
ば
か
り
の
が
じ
ゅ
ま
る
の

時
間
で
は
あ
る
が
、
生
徒
た
ち
が
自

分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
喜
界
島
を
愛

し
、
将
来
的
に
喜
界
島
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
帰
郷
し
活
躍
す
る
人
材
と
な

る
一
助
と
な
っ
て
欲
し
い
。（
１
学
年
）

本
校
で
は
、
毎
週
火
曜
日
に
が
じ
ゅ

ま
る
の
時
間
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
総
合

的
な
探
究
の
時
間
を
本
校
で
は
が
じ

ゅ
ま
る
と
名
称
し
、
探
究
型
の
教
育
の

強
化
を
目
指
し
て
い
る
。
現
在
１
年
生

で
は
、
喜
界
島
を
再
発
見
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
方
々

の
講
演
を
聴
い
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、

観
光
物
産
協
会
の
方
に
よ
る
観
光
の

魅
力
、
サ
ン
ゴ
研
究
所
の
方
に
よ
る

サ
ン
ゴ
の
こ
と
や
調
べ
学
習
と
課
題

研
究
の
違
い
、
役
場
の
方
々
か
ら
は
、

喜
界
島
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
懸
念
さ

れ
る
こ
と
、
そ
し
て
現
在
役
場
で
実

創
立
記
念
講
演
会

職
業
理
解
ガ
イ
ダ
ン
ス

が
じ
ゅ
ま
る

︽
総
合
的
な
探
究
の
時
間
︾の
取
り
組
み

～
ふ
る
さ
と
喜
界
島
に
学
ぶ
～

実
行
委
員
長
コ
メ
ン
ト

応
援
団
長
コ
メ
ン
ト
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